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環境負荷を軽減する機能性コンクリート製品の開発

(その２:ポーラスコンクリート（ＰＯＣ）と可視光

応答型光触媒の複合化によるＶＯＣ除去効果)

増山和晃＊，前川明弘＊

Product Development of Fundamental Concrete Designed to Reduce

the Environment Burdens

（Part2: A VOC removal effect by composite of porous concrete

and the visible light driven photocatalyst)

Kazuaki MASUYAMA and Akihiro MAEGAWA

１． はじめに

地球環境問題を解決する一助として 21 世紀に入

りサスティナブル(継続維持可能)という考え方が製

造業を中心に発展してきており，近年では特に産業

廃棄物の抑制や資源リサイクルに関する研究の促進

など資源循環型社会の構築を目的とした研究が積極

的に展開されるようになってきている．

今回の報告では，シックハウス症候群や化学物質過

敏症の原因物質である VOC対策を目的として,近年

環境負荷低減化，環境調和，生物共生型材料，リサ

イクル材料として注目されているポーラスコンクリ

ートを利用した室内環境浄化作用に関する実験を行

った．ポーラスコンクリートとは、セメントペース

トに砕石等の粗骨材を加えて作られる，空隙を多く

含む特殊コンクリートである．その外見は図 1 のよ

うに隙間の多い形状のため、通常のコンクリートと

は異なり、透水性・通気性をもっていることを主な

特徴としている。この形状を利用した用途として魚

礁 1) 2)、河川の護岸緑化 3)、舗道等に近年多く利用さ

れている． 今回は、室内 VOC（揮発性有機物質）

の吸着・分解を目的として設計の難しさから新規用

途開発が求められている小粒径ポーラスコンクリー

トに対し，可視光応答型光触媒を塗布し、機能を測

＊材料技術研究課

図 1 小粒径ポーラスコンクリート

定した．

２． 実験方法

２．１ 小粒径ポーラスコンクリートの製

造
骨材の粒径(9 号砕石；0.6~1.2mm，8 号砕石；

1.2~2.5mm)および設計空隙率(10%,20%,30%)の異

なるポーラスコンクリートと通常のコンクリートを

用意した。その製造方法のフローを図 2 に示す．

２．２ VOC 除去試験
上記供試体および VOC 物質としてアセトアルデ

ヒド(3000ppm)またはトルエン(300ppm)を 3L のテ

ドラーバックに入れ封入したのち乾燥窒素にて内部
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み合わせることが多いが，ポーラスコンクリートで

はその必要性がないためより低コストで製造できる

可能性がある．

(2)アセトアルデヒドとトルエンの吸着分解の系で

は予想に反し通常のコンクリートに塗布したサンプ

ルが最も効果が高かった．ポーラスコンクリートで

は塗布した光触媒の一部が，孔の隙間を通り光の届

かない内部へ入っていったため，光触媒機能が最大

限活用できなかった可能性があり，コーティング時

に表面に光触媒を留まらせる工夫が必要であること

を確認した．
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